
(１）　 消　防　秋　田 令和５年10月15日（隔月（偶数月）15日発行）　№815

二
〇
二
三
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

火
を
消
し
て　

不
安
を
消
し
て　

つ
な
ぐ
未
来

題　字
　初代会長　松　野　盛　吉

発行人
　〒010-0951
　秋田市山王四丁目１番２号

秋田地方総合庁舎内
秋 田 県 消 防 協 会

　会長　髙　橋　正　尚
　　電話　018－867－7320
　　FAX　018－863－5910
http://www.shoubou-akita.or.jp
E-mail:ask@shoubou-akita.or.jp

印　刷
　〒010-0951
　秋田市山王７丁目５－29
　　株式会社　松原印刷社
　　電話　018－862－8760
http://www.matsubarainsatsu.co.jp

　

第
六
〇
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
八

月
一
九
日(

土)

、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水

訓
練
場(

由
利
本
荘
市
岩
城)

に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
前
回
大
会
の
優
勝
団
か

ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
神
部
秀
行 

秋
田
県
副
知
事
、
髙
橋
正
尚 

秋
田
県
消
防

協
会
長
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
北
林

丈
正 

秋
田
県
議
会
議
長
の
来
賓
祝
辞
、
渡

辺
明 

秋
田
県
消
防
学
校
長
か
ら
審
査
長

指
示
が
あ
り
、
能
代
市
消
防
団 
柳
川
一
童

部
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
九
支
部
の
代
表
と
し
て
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
九
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
七
分
団
、
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

の
部
に
二
隊
が
出
場
し
、
日
頃
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

美
郷
町
消
防
団
第
二
分
団
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
で
鹿
角
市
消
防
団
第
五
分
団
、
軽

可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
大
仙
市
女
性
消

防
隊
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第
六
〇
回

第
六
〇
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
六
〇
回

第
六
〇
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
六
〇
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

大仙市女性消防隊

美郷町消防団第２分団

鹿角市消防団第５分団
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第60回秋田県消防操法大会成績表
【小型ポンプ操法の部】
順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 美郷町消防団第２分団 40.34 98.0
第２位 小坂町消防団第４分団 40.68 93.0
第３位 秋田市消防団河辺第３分団 40.26 92.5
優秀賞 三種町消防団第５分団 45.25 90.5

由利本荘市消防団鳥海分団 44.05 88.5
横手市消防団山内支団第１分団 46.06 85.0
東成瀬村消防団第３分団 44.34 82.0
潟上市消防団昭和支団第１分団 48.70 72.0
北秋田市消防団第２分団 52.49 47.5

【ポンプ車操法の部】

順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点
（点）第１線 第２線

優　勝 鹿角市消防団第５分団 52.70 61.30 189.0
第２位 能代市消防団第６分団 55.63 64.48 181.5
第３位 秋田市消防団保戸野分団 60.82 66.93 174.0
優秀賞 大潟村消防団第３分団 52.45 65.87 165.0

由利本荘市消防団鳥海分団 60.68 73.74 154.0
横手市消防団大森支団第１分団 65.21 77.82 146.5
大館市消防団第２分団 58.96 80.69 133.5

【軽可搬ポンプ操法の部】
順　位 出　場　隊　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 大仙市女性消防隊 51.15 99.0
第２位 潟上市女性消防隊 60.22 90.0

【優秀選手賞】

区  分
小型ポンプ操法 ポンプ車操法 軽可搬ポンプ操法

出場団名 氏　名 出場団名 氏　名 出場隊名 氏　名

指揮者 小坂町消防団
第４分団 亀田　憲人 秋田市消防団

保戸野分団 佐藤　聖仁 大仙市
女性消防隊 片岡由美子

１番員 三種町消防団
第５分団 信太　賢一 秋田市消防団

保戸野分団 大澤　陽平 潟上市
女性消防隊 小野　千歳

２番員 美郷町消防団
第２分団 星山　佑介 鹿角市消防団

第５分団 柏木　義隆 大仙市
女性消防隊 今野ひろみ

３番員 美郷町消防団
第２分団 出茂　彰真 由利本荘市消防団

鳥海分団 藤山　恭輔 大仙市
女性消防隊 佐藤美佳子

４番員 秋田市消防団
保戸野分団 小田島　睦 大仙市

女性消防隊 一色　順子

秋田市消防団保戸野分団

　

大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

佐
藤
玲
緒
奈

■
総　
　

合

  

四
年
ぶ
り
通
常
開
催
と
な
る
大
会
で
し

た
が
大
雨
に
よ
る
災
害
で
支
部
大
会
が
延

期
や
中
止
と
な
り
、
ま
た
、
今
年
の
異
常

気
象
に
よ
る
猛
暑
の
中
、
大
会
進
行
に
ご

協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
短
縮
な
ど
に
課
題
を
残
し
、

今
の
時
代
に
即
し
た
大
会
方
式
へ
の
転
換

競
技
審
査
の
講
評

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
的
に
、

規
律
、
節
度
、
タ
イ
ム
等
、
日
頃
の
訓
練

成
果
が
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
昨
年

度
、
三
種
町
消
防
団
第
五
分
団
が
全
国
大

会
準
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
秋
田
県
消
防

団
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

成
績
上
位
チ
ー
ム
は
大
幅
に
タ
イ
ム
を

縮
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
全
体
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
操
法
要
領
遵
守
、
基

本
動
作
を
徹
底
し
て
訓
練
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

第
一
線
、
第
二
線
と
も
に
昨
年
度
よ
り

タ
イ
ム
が
縮
ま
り
ま
し
た
。全
国
大
会
の

あ
る
来
年
に
向
け
、
規
定
外
圧
力
送
水
や

注
水
補
助
姿
勢
の
不
適
な
ど
、
操
法
要
領

を
遵
守
し
訓
練
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

二
隊
と
も
規
律
正
し
い
操
法
で
、
士
気

の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
大
仙
市
女
性
消

防
隊
に
は
、
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
目
標
と
し
て
、
全
国
大
会
で
の
御
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

由利本荘市消防団鳥海分団
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神
事
の
後
、
髙
橋
正
尚 

秋
田
県
消
防

協
会
長
が
、「
こ
こ
に
合
祀
さ
れ
て
い
る

四
七
柱
の
御
霊
が
不
屈
の
消
防
魂
で
職
責

を
全
う
さ
れ
た
そ
の
崇
高
な
精
神
は
、
県

内
消
防
人
の
鑑
で
あ
り
、
我
々
消
防
人
は

御
霊
の
ご
遺
訓
を
胸
に
、
一
致
団
結
し
て

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
最
善
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
祭
主
祭

文
を
奏
上
し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
神
部
秀
行 

秋
田
県

副
知
事
が
、「
四
七
名
の
皆
様
は
、
県
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
使

命
の
も
と
、
毅
然
と
し
て
災
害
現
場
に
赴

き
、
自
ら
の
危
険
も
顧
み
ず
消
防
防
災
活

動
や
救
助
活
動
に
当
た
ら
れ
、
尊
く
も
そ

の
職
に
殉
じ
ら
れ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
五
年
度(
第
九
六
回)

殉
職
消
防

職･

団
員
慰
霊
祭
が
、
八
月
三
一
日(

木)

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
の
「
殉
職
消
防
組

員
招
魂
碑
」
前
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
が

祭
主
と
な
り
行
わ
れ
、
遺
族
一
五
名
の
ほ

か
、
来
賓
、
消
防
協
会
役
員
な
ど
三
八
名

が
参
列
し
ま
し
た
。

　

志
半
ば
で
殉
職
さ
れ
た
無
念
や
、
突
然

に
し
て
最
愛
の
ご
家
族
を
失
わ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み
を
お
察
し
い
た

し
ま
す
と
、
悲
痛
の
思
い
が
胸
に
迫
る
も

の
を
禁
じ
得
ず
、
改
め
て
四
七
名
の
皆
様

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」
と

慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
、
髙
橋

会
長
、
遺
族
を
代
表
し
て
佐
藤
渉
様
、
佐

藤
幸
子
様
（
能
代
市
）、
来
賓
の
方
々
が

御
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
殉
職
消
防
職・団
員
慰
霊
祭

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

佐藤渉様　佐藤幸子様 神部秀行 秋田県副知事

秋田県消防協会役員 ご遺族の皆様髙橋正尚 秋田県消防協会長
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









 若

手
及
び
女
性
消
防
団
員
に
よ
る

　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

消
防
団
員
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

ず
、
地
域
防
災
力
の
維
持
に
深
刻
な
影
響

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
は
今

年
度
か
ら
「
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事

業
」を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
県
内
二
ヵ
所
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
八
日（
金
）、
県
北
地
域
か
ら
一
五

名
の
若
手
や
女
性
消
防
団
員
が
ニ
プ
ロ
ハ

チ
公
ド
ー
ム
会
議
室
（
大
館
市
）
に
集
ま

り
、「
活
動
し
や
す
い
消
防
団
を
考
え
る

『
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
う
考
え
る
』 

変
え
て

い
い
と
こ
ろ
。変
え
て
は
い
け
な
い
と
こ

ろ
。」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

九
月
二
二
日（
金
）に
は
、
県
南
地
域
か

ら
二
〇
名
が
集
ま
り
、
横
手
駅
前
温
泉
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ（
横
手
市
）で
同
様
の
テ
ー

マ
で
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
消
防
団
活
動
の
中
核
を
担
う
皆

さ
ん
か
ら
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、
大

変
有
意
義
な
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
央
地
域
で
は
、一
一
月
二
二
日（
水
）

に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

三
地
域
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、
二
月
一

七
日（
土
）に
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
る「
今

後
の
消
防
団
の
あ
り
方
、
役
割
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
仮
称
）
で
発
表
さ
れ
る

予
定
で
す
。

第２回ワークショップ（横手市） 第１回ワークショップ（大館市）

　

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
八
月
三
一
日(
木)
の
慰
霊
祭

に
先
立
ち
、
八
月
二
二
日(

火)

に
二
四
名

の
学
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
黙
と

う
を
捧
げ
た
後
、
碑
内
の
枯
れ
葉
や
ゴ
ミ

を
除
去
し
た
り
、
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い

た
ほ
か
、
碑
に
付
い
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ

を
洗
い
流
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
七
七
期
初
任
教
育
学
生

殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
を
清
掃

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校
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秋
田
県
消
防
学
校
第
七
七
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
五
日（
金
）、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
、
修
了
生
の
家
族
や
来
賓
な
ど
約
二
〇
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。五
一
名
の
修
了
生
は
、六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、明
日
か
ら
、そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
渡
辺
明 

学
校
長
が
修
了
生

の
一
人
一
人
に
修
了
証
書
と
功
労
賞
受
賞

者
に
表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
秋
田
県
知

事
あ
い
さ
つ
（
代
読
）、
来
賓
祝
辞(

佐
藤

秋
田
県
消
防
長
会
副
会
長
・
髙
橋
秋
田
県

消
防
協
会
長)
と
続
き
、
修
了
生
が
答
辞

を
述
べ
、
最
後
に
校
歌
を
合
唱
し
て
終
え

ま
し
た
。

■
功　

労　

賞
（
五
名
）

　
秋
田
市
消
防
本
部 

安
藤　

修
平

　
秋
田
市
消
防
本
部 

夏
井　

隆
一

　
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

夏
井　

大
樹

　
由
利
本
荘
市
消
防
本
部 

澤
田　

啓
吾

　
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事
務
組
合
消
防
本
部 

安
藤　

峻
利

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
七
七
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
七
期
修
了
式

五
一
名
修
了

五
一
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

表
彰
状
授
与

秋
田
市
消
防
本
部

消
防
士

　

 

安
藤　

修
平

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

　

 

渡
辺　
　

明

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

　

五
一
名
の
仲
間
と
厳
し
い
訓
練
や
座

学
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
雑
談
を
し

た
時
間
が
お
互
い
の
絆
を
深
め
、
一
人
の

社
会
人
、
消
防
職
員
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
使
命
感
を
忘
れ

ず
、
消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。

  

皆
さ
ん
は
こ
の
半
年
間
、
寝
食
を
と
も

に
し
、夢
を
語
り
合
い
、友
情
を
深
め
、時

に
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
時

に
は
仲
間
と
し
て
励
ま
し
合
い
、
同
期
と

し
て
の
絆
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。こ
の
絆

は
、こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
に
お
い
て
、大

き
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
明
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
に
戻
り
、第
一
線
の
業
務
に
就
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
厳
し
く
困
難
な
現
場

が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、
世
代
を
超
え
て
築
か
れ
て
き
た
消

防
精
神
を
胸
に
、各
自
の
役
割
を
果
た
し
、

仲
間
と
一
致
協
力
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と

に
よ
り
、
必
ず
や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

各
消
防
本
部
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
皆

様
も
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。「
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う
消

防
を
目
指
し
た
初
心
を
忘
れ
ず
、
信
念
を

貫
き
、
こ
の
半
年
間
で
成
長
し
た
自
分
を

信
じ
、
堂
々
と
職
責
を
果
た
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
も
事
故
や
健
康
に
留
意
さ
れ

て
実
り
多
い
人
生
を
歩
ま
れ
、
大
い
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

五
一
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

初
任
教
育
第
七
七
期
修
了
式
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第 77 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

秋
田
市
消
防
本
部　

安
藤　

修
平

　

総
代
を
務
め
た
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。
組
織
を
ま
と
め
る
難
し

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
が
、
今
振
り
返
る

と
、
全
体
を
考
え
て
精
一
杯
や
り
き
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
教
官

を
は
じ
め
、
同
期
の
仲
間
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
第
一
線
で
活
躍
す
る
こ
と
が
一
番
の
恩

返
し
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
館
市
消
防
本
部　

兎
澤　

慶
伍

　

私
は
、
よ
り
多
く
の
人
の
笑
顔
を
守
り

た
い
と
思
い
消
防
と
い
う
職
業
を
志
し
、

消
防
学
校
で
の
半
年
を
生
活
し
た
。
苦
し

い
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、

全
て
は
消
防
士
を
志
し
た
目
標
に
一
歩
で

も
近
づ
く
た
め
と
思
い
、
最
後
ま
で
や
り

切
る
こ
と
が
で
き
た
。
目
標
に
向
け
て
、

改
め
て
覚
悟
を
決
め
て
訓
練
に
励
み
た

い
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

小
野　

美
咲

　

初
め
は
結
索
を
覚
え
る
こ
と
で
手
一
杯

で
し
た
が
、
日
々
自
分
な
り
の
復
習
を
続

け
ま
し
た
。
最
後
の
現
場
想
定
訓
練
を
し

て
い
て
、
半
年
間
の
授
業
が
す
べ
て
活
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
反
省
点
を
言
葉
で
表
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き
、
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。
初
任

科
で
学
ん
だ
基
本
を
忘
れ
ず
、
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

澤
田　

啓
吾

　

こ
れ
か
ら
は
、
本
物
の
現
場
で
本
物
を

相
手
に
活
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
が
や
り
た

い
こ
と
へ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
多

く
の
市
民
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
、
も
っ
と

技
術
や
体
力
に
磨
き
を
か
け
、
由
利
本
荘

市
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
き
ま
す
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

鈴
木
琉
ノ
介

　

こ
の
半
年
間
は
、
今
ま
で
の
人
生
で
一

番
努
力
し
た
期
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

技
術
や
知
識
が
ゼ
ロ
か
ら
始
ま
っ
た
私

た
ち
に
、
消
防
人
生
に
必
要
な
土
台
を
作

っ
て
く
だ
さ
っ
た
教
官
方
に
は
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
初
任
教
育
で
学
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
ず
、
人
命
救
助
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

横
手
市
消
防
本
部　

小
場　

夏
亜

　

半
年
間
、
成
長
で
き
た
面
も
多
い
が
、

そ
れ
以
上
に
未
熟
な
部
分
が
多
い
と
思

う
。
今
あ
る
緊
張
感
、
向
上
心
を
忘
れ
ず

に
、
知
識
、
技
術
の
習
得
に
励
み
、
自
己

啓
発
に
努
め
て
い
く
。
所
属
に
戻
り
、
現

場
に
出
る
と
い
ろ
い
ろ
な
場
面
が
あ
る
と

思
う
が
、
感
情
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く

消
防
人
生
を
送
っ
て
い
き
た
い
。

五
城
目
町
消
防
本
部　

武
田　
　

愛

　

入
校
し
た
と
き
の
厳
し
い
服
装
点
検
か

ら
半
年
、
無
事
に
修
了
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
不
安
で
し
た
。
日
々
助
け
て
く
れ
た

同
期
の
皆
さ
ん
、
全
て
を
教
え
て
く
だ
さ

っ
た
教
官
、
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の
感
謝

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
努
力
を
続
け
、
町
民

か
ら
愛
さ
れ
る
消
防
士
に
な
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部　

佐
藤　

侑
都

　

期
待
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
入
校
式
を

今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
す
。
座

学
で
は
、
復
習
を
徹
底
し
た
こ
と
で
消
防

活
動
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
教
官
か
ら
熱
い
指
導
を
も
ら

い
な
が
ら
技
術
の
習
得
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
半
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
消
防
人
生
に
活
か
し
て
、
安
全
、
確

実
、
迅
速
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

金
田　
　

爽

　

半
年
間
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
怒
ら
れ

て
い
た
気
が
し
ま
す
。
訓
練
で
は
常
に
新

し
い
こ
と
を
学
び
、
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。
基
礎
が
で
き
な
け
れ
ば
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
な
い
、
基
礎
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
地
獄
の
坂
ダ

ッ
シ
ュ
で
は
、
精
神
面
を
鍛
え
ら
れ
ま
し



(７）　 消　防　秋　田 令和５年10月15日（隔月（偶数月）15日発行）　№815

モリタ消防ポンプ シ バ ウ ラ ポ ン プ

〒010‒0962 秋田市八橋大畑一丁目1番32号
ＴＥＬ 018（863）1551
ＦＡＸ 018（853）6311

た
。
半
年
間
で
消
防
の
知
識
、
技
術
に
加

え
、
消
防
士
と
し
て
の
自
覚
、
覚
悟
が
で

き
ま
し
た
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

三
浦
宏
太
郎

　

入
校
し
た
と
き
は
半
年
間
や
っ
て
い
け

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。
効
果
測
定
や

資
格
取
得
の
た
め
に
日
々
自
習
時
間
を
活

用
し
、
復
習
す
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

た
。
訓
練
で
も
反
復
し
て
練
習
す
る
こ
と

で
、
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
任

教
育
が
修
了
し
、
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト

だ
と
思
う
の
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

安
藤　

峻
利

　

消
防
学
校
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
、
礼

式
等
は
消
防
士
と
し
て
必
要
最
低
限
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
現
場
に
出
た
際
に
一

人
の
戦
力
と
し
て
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で

す
。
卒
業
に
よ
っ
て
、
消
防
士
と
し
て
漸

く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
思
い
で
、
所
属
で
も
訓
練
に

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

夏
井　

大
樹

　

体
を
張
っ
て
人
の
命
を
救
い
た
い
と
い

う
思
い
で
消
防
の
道
に
進
み
ま
し
た
。
そ

れ
に
は
知
識
や
経
験
、
精
神
力
、
忍
耐
力

が
と
て
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
共
に
汗
を
流
し
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

こ
の
学
び
を
活
か
し
て
日
々
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

黒
田　

登
夢

　

厳
し
い
学
校
生
活
を
終
え
、
成
長
を
実

感
す
る
と
と
も
に
、
本
当
に
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
初
め
は
基
本
的
な
知
識
や
技

術
の
習
得
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
教
官
方

の
献
身
的
な
指
導
の
お
か
げ
で
、
徐
々
に

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
ん

だ
知
識
を
活
か
し
、
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

髙
橋　

麻
優

　

訓
練
で
は
、
小
隊
ご
と
に
工
夫
し
て
意

見
を
出
し
合
い
、
よ
り
良
い
訓
練
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
き
た
と
思
う
。
そ
の
結

果
、
実
技
の
効
果
測
定
や
校
長
査
閲
で
力

を
発
揮
で
き
た
と
思
う
。
一
日
も
早
く
、

地
域
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
。
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建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

17
-  1
-  2
-  5
9

-  8
14

-  3
1
0
4
2
2
1

165
27
33
89
314
26
36

122
27
25
80
254
20
31

12
0
3
3
18
1
2

139
26
23
75
263
12
45

9
1
3
7
20
3
3

令和５年 令和４年 同期比較
９月 累計 累計９月 年計 ９月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
で
は
、
秋
田
県
消

防
協
会
か
ら
委
託
さ
れ
た
火
災
予
防
団
体

育
成
事
業
に
つ
い
て
、
男
鹿
地
区
消
防
本

部
管
内
の
中
学
生
を
対
象
に
「
防
火
・
救

急
救
命
弁
論
大
会
」、湖
東
地
区
消
防
本
部

管
内
の
小
学
生
を
対
象
に
「
防
火
作
文
標

語
コ
ン
ク
ー
ル
」、五
城
目
町
消
防
本
部
管

内
の
小
学
生
を
対
象
に
「
防
火
・
防
災
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
中
か
ら
「
防
火
・
救
急
救

命
弁
論
大
会
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

第
四
九
回
を
数
え
る
本
大
会
は
、
令
和

五
年
九
月
八
日
、
男
鹿
市
立
男
鹿
東
中
学

校
を
会
場
に
参
加
校
四
校
、
四
名
の
弁
士

が
実
際
に
体
験
し
た
こ
と
や
普
段
か
ら
考

え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
男
鹿
地
区
消
防
一
部
事

務
組
合
が
発
足
す
る
前
の
男
鹿
市
に
お
い

て
、
子
供
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
が
多
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学
生
に
は
「
防
火
ポ

ス
タ
ー
展
」
、
中
学
生
に
は
「
防
火
弁
論

大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
防
火
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
発
足
後
は
新
た
に
第
一
回
大
会
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
二
年
と
三
年
を

第
四
九
回
男
鹿
地
区
中
学
校
防
火
・

　
　
　
　

救
急
救
命
弁
論
大
会
の
開
催

除
き
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

開
催
当
初
は
、
最
大
で
参
加
校
十
二

校
、
参
加
人
員
十
五
名
と
い
う
年
も
あ
り

ま
し
た
が
、
学
校
の
統
廃
合
に
よ
り  

現

在
は
対
象
校
が
五
校
ま
で
減
っ
て
お
り
、

大
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
大
会
で
は
潟
上
市
立
天
王
中
学
校
二

年
佐
々
木
菫
さ
ん
が
「
救
え
る
命
を
救
う

た
め
に
」
と
題
し
て
救
急
車
の
適
正
利
用

を
訴
え
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

〔
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
〕


